
「刀
かたな

」  県宝（工芸品） 

 

所在地：大字坂城  所有者：個人  指定：昭和 41年 2月 24 日 

 

 「山浦環正行 天保十一年八月日」の銘
めい

があって、刃長 80.3 ㎝、反り 2.2 ㎝。 鎬
しのぎ

造り、 庵
いおり

棟
むね

で、

茎
なかご

は化粧 鑢
やすり

で先は栗
くり

尻
じり

です。目釘穴は一つ。 

 地
じ

鉄
がね

は板目
い た め

で柾
まさ

がかっています。刃
は

文
もん

は互
ぐ

の目で、金筋
きんすじ

に砂
す

流
なが

しがかかり、錵
にえ

づいています。山浦
やまうら

清
きよ

麿
まろ

の作。 

 清麿は刀工山浦
やまうら

真
まさ

雄
お

の弟で、文化
ぶ ん か

10 年（1813）小県郡
ちいさがたぐん

赤
あか

岩村
いわむら

（現東
とう

御市
み し

）に生まれ、幼名
ようみょう

を環
たまき

とい

います。兄真雄と共に作刀につとめ、弘化
こ う か

２年（1845） 源
みなもとの

清
きよ

麿
まろ

と銘を改め作刀に励
はげ

みましたが嘉
か

永
えい

７

年（1855）死去しました。この刀は同人の初期から中期にかかる作品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


